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◯
九
月
十
六
日
、
秋
雨
連
日
さ
な
が
ら
梅
雨
の
如
し
。
夜
壁
上
の
書
幅
を
挂
け
替
ふ
。

　
碧
樹
如
烟
覆
晩
波
。
清
秋
無
尽
客
重
過
。
故
園
今
即
如
烟
樹
。
鴻
雁
不
来
風
雨
多
。
姜
逢
元

　
等
閑
世
事
任
沉
浮
。
万
古
滄
桑
眼
底
収
。
偶
□
心
期
帰
図
画
。
□
□
蘆
荻
一
群
鴎
。
王
一
亭

　
先
考
所
蔵
の
畫
幅
の
中
一
亭
王
震
が
蘆
雁
の
図
は
余
の
愛
玩
し
て
措
か
ざ
る
も
の
な
り
。

◯
九
月
十
七
日
。
ま
た
雨
な
り
。
一
昨
日
四
谷
通
夜
店
に
て
買
ひ
た
る
梅
も
ど
き
一
株
を
窗
外
に
植
ゆ
。

此
頃
の
天
気
模
様
な
れ
ば
枯
る
ゝ
憂
な
し
。
燈
下
反
古
紙
に
て
箱
を
張
る
。
蛼
頻
に
縁
側
に
上
り
て
啼
く
。

寝
に
就
か
む
と
す
る
時
机
に
凭
り
小
説
二
三
枚
ほ
ど
書
き
得
た
り
。

◯
九
月
十
八
日
。
朝
来
大
雨
。
庭
上
雨
潦
河
を
な
す
。

◯
九
月
十
九
日
。
秋
風
庭
樹
を
騒
が
す
こ
と
頻
な
り
。
午
後
市
ヶ
谷
辺
よ
り
九
段
を
散
歩
す
。

◯
九
月
二
十
日
。
昨
日
散
歩
し
た
る
が
故
に
や
今
朝
腹
具
合
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
午
下
木
挽
町
の
陋
屋
に
赴

き
大
石
国
手
の
来
診
を
待
つ
。
そ
も
〳
〵
こ
の
陋
屋
は
大
石
君
大
久
保
の
家
ま
で
は
路
遠
く
徃
診
し
か
ぬ

る
こ
と
も
あ
る
由
に
つ
き
、
病
勢
急
変
の
折
診
察
を
受
け
ん
が
為
め
に
借
り
た
る
な
り
。
南
鄰
は
区
内
の
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富
豪
高
嶋
氏
の
屋
敷
。
北
鄰
は
待
合
茶
屋
な
り
。
大
石
君
の
忠
告
に
よ
れ
ば
下
町
に
仮
住
居
し
て
成
る
べ

く
電
車
に
乗
ら
ず
し
て
日
常
の
事
足
り
る
や
う
に
し
た
ま
へ
と
の
事
な
り
。
さ
れ
ど
予
は
一
た
び
先
考
の

旧
邸
を
わ
が
終
焉
の
処
に
せ
む
と
思
定
め
て
よ
り
は
、
ま
た
他
に
移
居
す
る
心
な
く
、
来
青
閣
に
隠
れ
住

み
て
先
考
遺
愛
の
書
画
を
友
と
し
て
、
余
生
を
送
ら
む
こ
と
を
冀
ふ
の
み
。
此
夜
木
挽
町
の
陋
屋
に
て
独

三
味
線
さ
ら
ひ
小
説
四
五
枚
か
き
た
り
。
深
更
腹
痛
甚
し
く
眠
ら
れ
ぬ
が
ま
ゝ
陋
屋
の
命
名
を
思
ふ
。
遂

に
命
じ
て
無
用
庵
と
な
す
。

九
月
廿
一
日
。
大
石
国
手
来
診
。

九
月
廿
二
日
。
無
用
庵
に
在
り
。
小
説
お
か
め
笹
執
筆
。

〔
欄
外
「
原
本
廿
三
日
よ
り
廿
九
日
迄
記
事
な
し
」
ト
ア
リ
、
朱
線
ヲ
引
キ
胡
粉
デ
抹
消
〕

九
月
三
十
日
。
深
夜
一
時
頃
よ
り
大
風
雨
襲
来
。
無
用
庵
屋
根
破
損
し
雨
漏
り
甚
し
。
黎
明
に
至
り
て
風

雨
歇
む
。
築
地
一
帯
海
嘯
に
襲
は
れ
被
害
鮮
か
ら
ず
と
云
。
午
前
中
断
膓
亭
に
帰
り
て
臥
す
。

〔
欄
外
「
原
本
十
月
一
日
及
二
日
欠
記
事
」
ト
ア
リ
、
朱
線
ヲ
引
キ
胡
粉
デ
抹
消
〕

十
月
三
日
。
断
膓
亭
窗
外
の
樹
木
二
三
株
倒
れ
摧
か
る
。

十
月
四
日
。
百
舌
始
て
鳴
く
。

〔
欄
外
「
原
本
五
日
よ
り
七
日
ま
で
記
事
を
欠
く
」
ト
ア
リ
、
朱
線
ヲ
引
キ
胡
粉
デ
抹
消
〕
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十
月
八
日
。
連
日
雨
歇
ま
ず
。
人
々
大
風
再
来
を
憂
ふ
。
藪
鶯
早
く
も
庭
に
来
れ
り
。

十
月
九
日
。
大
雨
。
無
用
庵
雨
漏
り
い
よ
〳
〵
甚
し
き
由
留
守
居
の
者
知
ら
せ
に
来
り
し
故
寐
道
具
取
片

づ
け
断
膓
亭
に
送
り
戻
さ
し
む
。
唖
々
子
に
た
の
み
て
三
味
線
食
器
は
一
時
新
福
亭
へ
あ
づ
け
た
り
。
久

米
秀
治
氏
細
君
営
業
の
待
合
茶
屋
な
り

十
月
十
日
。
夜
庭
後
子
風
雨
を
冒
し
て
来
訪
せ
ら
る
。
断
膓
亭
襍
稾
出
版
に
つ
い
て
の
用
談
な
り
。

十
月
十
一
日
。
こ
の
日
雨
始
て
晴
る
。
百
舌
頻
に
鳴
く
。
旧
稾
つ
く
り
ば
な
し
を
訂
正
し
て
文
明
に
寄
す
。

十
月
十
二
日
。
赤
蜻
蜓
と
び
め
ぐ
り
野
菊
の
花
さ
か
り
と
な
る
。

十
月
十
三
日
。
秋
隂
夢
の
如
し
。
夜
庭
後
君
再
び
訪
来
り
文
明
編
輯
の
事
を
相
談
す
。

十
月
十
四
日
。
空
始
め
て
快
晴
。
小
春
の
天
気
喜
ふ
べ
し
。
八
ツ
手
の
芽
ば
へ
を
日
当
り
よ
き
処
に
移
植

す
。
午
後
神
楽
阪
貸
席
某
亭
に
開
か
れ
た
る
南
岳
追
悼
発
句
会
に
赴
く
。
帰
途
湖
山
唖
〻
の
二
子
と
酒
楼

笹
川
に
飲
む
。

十
月
十
五
日
。
曇
る
。
鵯
鳴
く
。
園
丁
来
り
て
倒
れ
た
る
庭
木
を
引
起
し
た
り
。
夜
ま
た
雨
。

十
月
十
六
日
。
雨
。
石
蕗
花
開
く
。
そ
の
葉
裏
に
毛
虫
多
く
つ
き
た
り
。
今
年
は
秋
に
入
り
て
殊
に
雨
多

か
り
し
故
に
や
此
頃
に
至
り
葉
雞
頭
野
菊
紫
苑
の
た
ぐ
ひ
に
至
る
ま
で
皆
毛
虫
つ
き
た
り
。

十
月
十
七
日
。
鶺
鴒
飛
来
る
。
晩
風
蕭
索
。
夕
陽
惨
憺
た
り
。
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十
月
十
八
日
。
先
人
揮
毫
の
扇
面
を
見
出
し
書
斎
の
破
襖
に
張
る
。
其
の
中
の
一
詩
を
録
す
れ
ば
、
隔
水

双
峰
雪
未
銷
。
白
堤
寒
柳
晩
蕭
蕭
。
三
杯
傾
尽
兪
楼
酒
。
馬
上
思
君
過
断
橋
。

十
月
十
九
日
。
大
石
君
の
診
察
を
請
は
む
と
て
数
寄
屋
橋
新
福
亭
に
徃
く
。
大
石
君
来
ら
ず
空
し
く
帰
る
。

唖
々
子
に
逢
ひ
四
谷
に
飲
む
。

十
月
廿
二
日
。
晴
天
。
風
寒
し
。
断
膓
亭
に
瓦
斯
暖
炉
を
設
く
。
八
ツ
手
の
蕾
日
に
日
に
ふ
く
ら
み
行
け

ど
菊
は
未
開
か
ず
。
竜
胆
花
を
つ
け
た
り
。
お
か
め
笹
第
六
回
に
進
む
。
夜
執
筆
の
傍
火
鉢
に
て
林
檎
を

煮
る
。

十
月
廿
三
日
。
晴
天
。
文
明
第
十
一
号
校
正
。
午
後
日
吉
町
庄
司
理
髪
店
に
赴
き
米
刃
堂
に
立
寄
り
庭
後

唖
々
の
両
子
と
三
十
間
堀
寿
〻
本
に
て
晩
餐
を
な
す
。
清
元
延
園
お
り
き
を
招
ぐ
。

十
月
廿
四
日
。
両
三
日
腹
具
合
大
に
好
し
。
午
後
家
を
出
で
紀
の
国
坂
を
下
り
豊
川
稲
荷
に
賽
す
。

十
月
廿
五
日
。
朝
よ
り
大
雨
終
日
歇
ま
ず
。
庭
上
雨
水
海
の
如
く
点
滴
の
響
滝
の
如
し
。
夜
に
入
つ
て
風

ま
た
加
は
る
。
燈
下
孤
坐
。
机
に
凭
る
に
窗
外
尚
残
蛩
の
啼
く
を
聞
く
。
哀
愁
い
よ
〳
〵
深
し
。

十
月
廿
六
日
。
晴
天
。
写
真
師
を
招
ぎ
て
来
青
閣
内
外
の
景
を
撮
影
せ
し
む
。
予
め
家
事
を
整
理
し
万
一

の
凖
備
を
な
し
置
く
な
り
。
近
日
ま
た
石
工
を
訪
ひ
墓
碑
を
刻
し
置
か
む
と
欲
す
。
夜
風
あ
り
。
月
明
か

な
り
。
虫
語
再
び
喞
々
た
り
。

6断腸亭日乗



十
月
廿
七
日
。
晴
天
。
階
前
の
黄
菊
始
て
開
く
。
午
後
青
山
辺
を
歩
む
。
夜
梔
子
の
実
を
煮
、
そ
の
汁
に

て
原
稿
用
罫
紙
十
帖
ほ
ど
摺
る
。
梔
子
の
実
は
去
冬
後
園
に
出
で
ゝ
採
取
し
影
干
に
な
し
た
る
も
の
。

十
月
廿
八
日
。
来
青
閣
壁
間
の
書
幅
を
替
ふ
。
毅
堂
先
生
絶
句
三
幅
を
懸
く
。
朝
の
中
雨
ふ
り
し
が
晩
に

歇
む
。
是
夜
十
三
夜
な
れ
ど
月
な
し
。
初
更
の
こ
ろ
門
を
敲
く
も
の
あ
り
。
燈
を
挑
げ
て
出
で
ゝ
見
れ
ば

旧
友
葵
山
子
の
訪
来
れ
る
な
り
。
咖
啡
を
煮
て
款
晤
す
。

十
月
廿
九
日
。
曇
る
。
夜
九
穂
子
来
訪
。

十
月
三
十
日
。
快
晴
。
後
園
に
菜
種
を
蒔
く
。

十
月
卅
一
日
。
唖
〻
子
来
訪
。

十
一
月
一
日
。

十
一
月
二
日
。

十
一
月
三
日
。
快
晴
。
南
伝
馬
町
太
刀
伊
勢
屋
に
徃
き
石
州
半
紙
一
〆
を
購
ひ
、
帰
途
米
刃
堂
を
訪
ふ
。

十
一
月
四
日
。
大
雨
。
断
膓
亭
襍
稾
表
帋
板
下
絵
を
描
く
。

十
一
月
五
日
。
晴
。
山
茶
花
開
く
。
菊
花
黄
紅
紫
白
の
各
種
爛
漫
馥
郁
た
り
。
八
ツ
手
の
花
も
ま
た
開
く
。

午
後
水
仙
蕃
紅
花
の
球
根
を
地
に
埋
む
。

十
一
月
六
日
。
夜
唖
〻
子
来
訪
。
晩
風
漸
く
寒
し
。
虫
の
音
全
く
後
を
絶
し
が
、
家
の
内
薄
暗
き
と
こ
ろ
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に
は
猶
蚊
の
ひ
そ
め
る
あ
り
。

十
一
月
十
日
。
今
年
は
去
月
の
暴
風
に
て
霜
葉
う
つ
く
し
か
ら
ず
。
此
の
頃
に
至
り
て
楓
樹
の
梢
少
し
く

色
づ
き
た
れ
ど
其
の
色
黒
ず
み
て
鮮
な
ら
ず
。

十
一
月
十
二
日
。
快
晴
。
樫
の
芽
ば
へ
を
日
あ
た
り
よ
き
処
に
移
植
す
。

十
一
月
十
三
日
。
小
説
腕
く
ら
べ
を
訂
正
し
終
り
ぬ
。
午
後
三
十
間
堀
の
酒
亭
寿
〻
本
に
徃
き
、
庭
後
唖

〻
の
二
子
と
飲
む
。

十
一
月
十
五
日
。
断
膓
亭
襍
稾
印
刷
校
正
に
忙
殺
せ
ら
る
。
夜
唖
〻
子
来
談
。

十
一
月
十
六
日
。
鵯
毎
朝
窗
外
の
梅
も
ど
き
に
群
り
来
る
。
余
起
出
る
こ
と
晩
き
が
故
今
は
赤
き
実
一
粒

も
な
く
な
り
た
り
。

十
一
月
廿
一
日
。
断
膓
亭
襍
稾
校
正
終
了
。
下
婢
を
銀
座
尾
張
町
義
昌
堂
に
つ
か
は
し
て
水
仙
を
購
ふ
。

十
一
月
廿
二
日
。
毎
日
天
気
つ
ゞ
き
に
て
冬
暖
甚
病
躯
に
佳
し
。
午
後
市
ヶ
谷
辺
を
散
策
す
。
古
道
具
屋

に
て
三
ッ
抽
出
し
古
箪
笥
を
購
ふ
。
余
以
前
は
箪
笥
あ
ま
た
持
ち
た
る
に
一
棹
は
代
地
河
岸
に
て
失
ひ
、

又
重
箪
笥
二
棹
は
宗
十
郎
町
に
て
奪
は
れ
、
今
は
わ
が
衣
服
を
入
る
ゝ
に
西
洋
ト
ラ
ン
ク
と
支
那
文
庫
と

あ
る
の
み
。
日
常
使
用
に
不
便
な
れ
ば
已
む
こ
と
を
得
ず
新
に
購
求
め
し
な
り
。
代
価
参
円
半
。

十
一
月
廿
三
日
。
晴
天
。
満
庭
の
霜
葉
甚
佳
な
り
。
萩
芒
の
枯
伏
し
た
る
間
に
鵯
二
三
羽
来
り
て
枯
葉
を
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踏
む
。
其
の
音
さ
な
が
ら
怪
し
き
者
の
忍
寄
る
が
如
き
気
色
な
り
。
晩
間
寒
雨
瀟
瀟
と
し
て
落
葉
に
滴
る
。

其
声
更
に
一
段
の
寂
寥
を
添
ふ
。
再
び
お
か
め
笹
の
稿
を
つ
ぐ
。

十
一
月
廿
九
日
。
両
三
日
寒
気
強
し
。
樹
隂
日
光
に
遠
き
あ
た
り
霜
柱
を
見
る
。
今
暁
向
両
国
相
撲
小
屋

跡
菊
人
形
見
世
物
塲
よ
り
失
火
。
回
向
院
堂
宇
も
尽
く
焼
亡
せ
し
と
云
ふ
。
西
大
久
保
母
上
の
許
よ
り
昆

布
佃
煮
を
頂
戴
し
た
り
。

十
一
月
三
十
日
。
こ
の
頃
小
蕪
味
ひ
よ
し
。
自
ら
料
理
し
て
夕
餉
を
食
す
。
今
朝
肴
屋
の
半
台
に
あ
な
ご

と
海
鼠
と
を
見
た
り
。
不
図
思
出
せ
ば
廿
一
二
歳
の
頃
、
吉
原
河
内
楼
へ
通
ひ
し
帰
途
、
上
野
の
忍
川
に

て
朝
飯
く
ら
ふ
時
必
ず
あ
な
ご
の
蒲
焼
を
命
じ
た
り
。
今
は
か
く
の
如
き
腥
臭
く
し
て
油
濃
き
も
の
は
箸

つ
け
る
気
も
せ
ず
。
豆
腐
の
柔
に
し
て
暖
き
が
よ
し
。
夜
明
月
皎
皎
た
り
。

十
二
月
一
日
。
蝋
梅
の
黄
葉
未
落
尽
さ
ゞ
る
に
枝
頭
の
花
早
く
も
二
三
輪
開
き
そ
め
た
り
。
予
今
年
は
病

の
た
め
更
に
落
葉
を
掃
は
ざ
り
し
が
、
今
に
な
り
て
は
荒
果
て
た
る
庭
の
さ
ま
却
て
風
趣
あ
り
。

十
二
月
二
日
。
昨
日
の
寒
さ
に
似
ず
今
日
は
暖
な
り
。
母
上
来
た
ま
ひ
て
来
青
閣
の
広
間
に
て
余
の
蒲
団

を
縫
は
る
。

十
二
月
三
日
。
余
が
懸
弧
の
日
な
れ
ど
特
に
記
す
べ
き
こ
と
も
な
し
。
唯
冬
日
の
暖
き
を
喜
ぶ
。

十
二
月
四
日
。
腕
く
ら
べ
印
刷
校
正
下
摺
は
じ
ま
る
。
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十
二
月
五
日
。
中
央
公
論
社
に
お
か
め
笹
前
半
の
草
稾
を
渡
す
。
九
穂
子
来
談
。

十
二
月
七
日
。
日
日
寒
気
加
は
る
。
寒
月
氷
の
如
し
。

十
二
月
八
日
。
庭
上
の
霜
雪
の
如
く
白
し
。
本
年
の
寒
気
前
年
の
比
に
あ
ら
ず
と
新
聞
紙
に
見
ゆ
。
午
後

風
あ
り
し
が
寒
気
甚
し
か
ら
ず
。
福
寿
草
の
芽
地
上
に
あ
ら
は
る
。

十
二
月
九
日
。
正
午
新
福
主
人
来
訪
。
本
日
帝
国
劇
塲
。
松
莚
君
連
中
見
物
の
当
日
な
れ
ば
と
て
わ
ざ
〳

〵
さ
そ
ひ
に
来
ら
れ
し
な
り
。
久
振
り
の
芝
居
見
物
興
な
き
に
あ
ら
ず
。
食
堂
に
て
花
月
主
人
に
逢
ふ
。

看
劇
後
新
福
亭
に
一
茶
し
て
家
に
帰
る
。
夜
三
更
を
過
ぐ
。

十
二
月
十
日
。
快
晴
。
紅
箋
堂
佳
話
起
草
。

十
二
月
十
一
日
。
快
晴
。
園
丁
来
り
て
落
葉
を
掃
ふ
。
肴
屋
白
魚
を
持
来
り
し
が
口
に
せ
ず
。

十
二
月
十
二
日
。
八
ツ
手
山
茶
花
共
に
ち
り
尽
し
ぬ
。

十
二
月
十
五
日
。
久
振
に
て
築
地
の
梅
吉
を
訪
ふ
。
弟
子
梅
之
助
手
す
き
の
様
子
な
り
け
れ
ば
清
心
始
の

方
す
こ
し
さ
ら
つ
て
貰
ひ
た
り
。

十
二
月
十
六
日
。
九
穂
子
来
談
。
毎
日
好
晴
。
蝋
梅
の
花
満
開
な
り
。

十
二
月
十
七
日
。
午
後
九
段
を
歩
む
。
市
ヶ
谷
見
附
の
彼
方
に
富
嶽
を
望
む
。
病
来
散
策
す
る
事
稀
な
れ

ば
偶
然
晩
晴
の
富
士
を
望
み
得
て
覚
え
ず
杖
を
停
む
。
燈
下
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
イ
リ
ユ
ー
ジ
ヨ
ン
ペ
リ
ユ
デ
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イ
を
繙
読
す
。
就
床
前
半
時
間
ば
か
り
習
字
を
な
す
。

十
二
月
十
九
日
。
※
辯
天
の
縁
日
を
歩
み
白
瑞
香
一
鉢
を
購
ひ
窗
外
に
植
ゆ
。

十
二
月
二
十
日
。
兼
て
よ
り
花
月
主
人
と
午
後
一
時
を
期
し
栄
寿
太
夫
を
招
ぎ
清
元
節
稽
古
の
約
あ
り
。

此
日
浦
里
上
の
段
を
け
い
こ
す
。

十
二
月
廿
一
日
。
今
日
も
ま
た
花
月
に
徃
く
。
帰
途
銀
座
島
田
洋
紙
舗
に
て
腕
く
ら
べ
用
紙
見
本
を
一
覧

し
た
れ
ど
思
は
し
き
も
の
な
し
。

十
二
月
廿
二
日
。
冬
至
。
晴
れ
て
暖
な
り
。
紅
箋
堂
佳
話
を
書
き
は
じ
め
た
れ
ど
興
味
来
ら
ず
。
※
を
抛

て
神
田
を
散
歩
す
。
夜
半
輪
の
月
よ
し
。
沢
田
東
江
の
唐
詩
選
を
臨
写
す
。

十
二
月
廿
四
日
。
毎
朝
霜
柱
甚
し
。
水
仙
の
葉
舒
ぶ
。

十
二
月
廿
五
日
。
午
後
花
月
に
徃
き
し
が
栄
寿
太
夫
来
ら
ず
空
し
く
帰
る
。

十
二
月
廿
六
日
。
唖
〻
子
米
刃
堂
用
談
に
て
来
訪
。
こ
の
夜
寒
月
氷
の
如
く
霜
気
天
に
満
つ
。
未
夜
半
に

至
ら
ざ
る
に
硯
の
水
早
く
も
凍
り
ぬ
。

十
二
月
廿
八
日
。
米
刃
堂
主
人
文
明
寄
稿
家
を
深
川
八
幡
前
の
鰻
屋
宮
川
に
招
飲
す
。
余
も
招
が
れ
し
か

ど
病
に
托
し
て
辞
し
た
り
。
雑
誌
文
明
は
も
と
〳
〵
営
利
の
た
め
に
発
行
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
文
士
は

文
学
以
外
の
気
焔
を
吐
き
、
版
元
は
商
売
気
な
き
洒
落
を
言
は
む
が
た
め
に
発
行
せ
し
も
の
な
り
し
を
、
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米
刃
堂
追
々
こ
の
主
意
を
閑
却
し
売
行
の
如
何
を
顧
慮
す
る
の
傾
き
あ
り
。
予
甚
快
し
と
な
さ
ず
、
今
秋

よ
り
筆
を
同
誌
上
に
断
ち
た
り
。
薄
暮
月
蝕
す
。

十
二
月
廿
九
日
。
こ
の
頃
寒
気
の
甚
し
さ
、
朝
十
時
を
過
る
も
庭
の
霜
猶
雪
の
如
し
。
八
ツ
手
青
木
熊
笹

の
葉
皆
哀
に
萎
れ
た
り
。
小
鳥
の
声
も
稀
に
な
り
ぬ
。
大
明
竹
の
鉢
物
を
軒
の
下
日
当
り
よ
き
処
に
移
す
。

午
後
花
月
に
徃
き
浦
里
上
の
段
稽
古
を
終
る
。
本
年
は
こ
れ
に
て
休
み
来
春
ま
た
始
め
る
つ
も
り
な
り
。

帰
途
夕
暮
に
な
り
し
を
幸
新
福
亭
に
立
寄
り
夕
餉
を
な
す
。
主
人
も
折
好
く
芝
居
稽
古
を
終
り
て
帰
来
り

た
れ
ば
、
清
元
一
二
段
さ
ら
ひ
て
後
、
来
合
せ
た
る
妓
雛
丸
と
や
ら
を
伴
ひ
銀
座
通
年
の
市
を
見
る
。
新

橋
堂
前
の
羽
子
板
店
を
は
じ
め
街
上
繁
華
の
光
景
年
〻
歳
〻
異
る
所
な
し
。
唯
余
の
み
年
老
い
て
豪
興
当

時
の
如
く
な
る
能
は
ざ
る
の
み
。
鳩
居
堂
に
て
香
を
購
ひ
車
に
て
帰
る
。
桜
田
門
外
寒
月
の
景
い
つ
も
な

が
ら
よ
し
。

十
二
月
卅
一
日
。
風
あ
り
。
砂
塵
濛
〻
た
り
。
午
後
空
く
も
る
。
雪
を
憂
ひ
し
が
夜
に
至
り
二
十
日
頃
の

月
氷
の
如
く
輝
き
出
で
た
り
。
家
に
籠
り
て
薄
田
泣
菫
子
が
小
品
文
集
落
葉
を
読
む
。
余
こ
の
頃
曾
て
愛

読
せ
し
和
洋
書
巻
の
批
評
を
も
の
せ
む
と
の
心
あ
り
。
依
り
て
ま
づ
泣
菫
子
が
旧
著
を
取
出
し
て
一
読
せ

し
が
思
ふ
と
こ
ろ
直
に
筆
に
し
が
た
く
し
て
休
み
ぬ
。
今
余
の
再
読
し
て
批
評
せ
む
と
思
へ
る
も
の
を
挙

ぐ
る
に
、
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落
葉
　
薄
田
泣
菫
著
　
　
　
　
　
照
葉
狂
言
　
泉
鏡
花
著

　
　
今
戸
心
中
　
広
津
柳
浪
著
　
　
　
三
人
妻
　
尾
崎
紅
葉
著

　
　
一
葉
全
集
　
樋
口
一
葉
著
　
　
　
柳
橋
新
誌
　
成
島
柳
北
著

　
　
梅
暦
　
為
永
春
水
著
　
　
　
　
　
湊
の
花
　
為
永
春
水
著

　
　
即
興
詩
人
　
森
鴎
外
著
　
　
　
　
四
方
の
あ
か
　
蜀
山
人
著

　
　
う
づ
ら
衣
　
横
井
也
有
著
　
　
　
霜
夜
鐘
十
時
辻
占
　
黙
阿
弥
著

其
他
深
く
考
へ
ず
。
漢
文
に
て
は
入
蜀
記
、
菜
根
譚
、
紅
楼
夢
、
西
廂
記
、
随
園
詩
話
等
。
西
洋
の
も
の

は
ま
た
別
に
考
ふ
べ
き
な
り
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
荷
風
全
集
　
第
二
十
一
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1993
（
平
成5

）
年6

月25

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
次
の
箇
所
で
は
、

大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

「
午
後
市
ヶ
谷
辺
よ
り
九
段
を
散
歩
す
。
」

※
底
本
は
「
九
月
十
六
日
」
か
ら
「
九
月
二
十
日
」
ま
で
の
日
付
の
上
、
判
面
の
外
に
、
「
○
」
印
を
付

し
て
い
ま
す
。
「
九
月
十
六
日
」
の
「
○
」
に
は
、
「
〔
原
本
欄
外
朱
丸
、
以
下
同
ジ
〕
」
と
注
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

入
力
：
米
田

校
正
：
小
林
繁
雄

2012

年1

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
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ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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